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1 学籍番号

2 氏　　　名

3
佐賀大学での
所属（派遣時）

都市名

5 留学期間

留学先

大学：　　　　　　　ヴィータウタスマグヌス　　　　　　　　　　　   　学部・学科等：芸術学部

国名 リトアニア カウナス

佐賀大学　海外派遣留学報告書

試験名称　TOEFL ITP スコア　　543

洋書を読むこと（ハリー・ポッター等）、毎日必ず英語のコンテンツに触れること、洋楽を聴くこ
と、留学生と英語で日常会話をすること、英語で開講される授業を積極的に受講すること　等

18121111

③【留学中】現地生活を開始した当初の日常生活における語学能力

✅ア）ほとんど困らなかった　□イ）少し困った　□ウ）かなり困った　□エ）何もわからなかっ
た

芸術地域デザイン　　　学部/研究科 地域デザイン学科/課程 ３年

　　　　　　　　　2020　年　　1　　　月　　　　　～　　2020　年　　3　　　月

芸術学部があり、学びたいと思う授業が開講されていたから。また、リトアニアは生
活費や物価が安かったため、留学費用を工面できたから。

カウナスという日本とも繋がりのある歴史的な都市で学生生活を送ることができる
点。また、留学生が多く在籍しているため様々な国籍の人と関われる点。

①【留学前】TOEFＬ等の公的試験の最終得点

⑬【留学中】語学能力向上のために努力したこと

毎日英語を話すこと、英語の授業を週4回受講し毎日宿題に取り組むこと

⑩【留学中】授業・研究の準備の際の文献読解で困らなくなるまでかかった月数

３ヶ月ぐらい

⑪【留学中】授業・研究におけるレポート等の執筆

□ア）ほとんど困らなかった　✅イ）少し困った　□ウ）かなり困った　□エ）何もわからなかっ
た

⑫【留学中】授業・研究におけるレポート等の執筆で困らなくなるまでかかった月数

３ヶ月ぐらい

⑦【留学中】授業や研究室における発言

□ア）ほとんど困らなかった　□イ）少し困った　✅ウ）かなり困った　□エ）何もわからなかっ
た
⑧【留学中】授業や研究室における発言で困らなくなるまでかかった月数

３ヶ月ぐらい

⑨【留学中】授業・研究の準備の際の文献読解
□ア）ほとんど困らなかった　✅イ）少し困った　□ウ）かなり困った　□エ）何もわからなかっ
た

④【留学中】日常生活で困らなくなるまでかかった月数

２ヶ月ぐらい

⑤【留学中】留学先大学の授業や研究における内容の理解度

□ア）ほとんど困らなかった　✅イ）少し困った　□ウ）かなり困った　□エ）何もわからなかっ
た

⑥【留学中】授業や研究で困らなくなるまでかかった月数

３ヶ月ぐらい

②【留学前】語学能力向上のために準備したこと
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6 留学先大学

①【留学前】　留学先大学を選んだ理由

②【留学後】　留学先大学の魅力

江口舞
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①出発前に留学先での履修登録はできたか

✅はい　　　□いいえ

履修登録・
単位認定

①履修した科目の具体的な概要・内容授業内容

②留学先に到着後、履修科目の変更・追加はできたか

✅はい　　　□いいえ

③一学期あたりの履修科目・単位数

１６

④一学期に履修した科目数・単位数の量

□多すぎた　　　✅ちょうどよい　　□少なかった

１. 英語　週4回、毎日50分の授業で、主に午前中に開講される。事前に英語の試験を受け、
結果に基づいて自分に合ったクラスを選択することができる。宿題が毎日出る。積極的に発
言の機会が与えられ、様々な国籍の留学生と一緒に学ぶことができる。　２. Creative
Photography 芸術学部の授業で、週に一回３時間ほど開講される。カメラと学部の教室にあ
る写真印刷機を使い、アナログの写真に様々な工夫を加える。授業では様々な課題が出さ
れ、それに従って実習や制作を半年間行なっていく。最終的には自分のテーマに沿った作品
を作り、展覧会を行うという計画であった。　3. リトアニアの神話、文化、歴史　週に一回、５０
分間開講される授業。主に講義を聞く大人数の授業で、課題ではレポートなどが出された。リ
トアニアにまつわる地域のイベントに参加する、など特徴的な取り組みがなされた。

１）学年暦　Spring semester, autumn semester (二学期制)

２）授業スタイル　講義、実習

４）試験・レポートの準備　教科書の問題を解き直す、リサーチをする

３）予習復習方法　教科書の読解、課題への取り組み

⑥留学先で取得単位を佐賀大学で単位互換できたか

□はい　（　　　　科目　　　　　　単位）　　✅いいえ

⑤履修登録に関するアドバイジング

□あった　　　✅なかった

課外活動 ①課外活動に参加した頻度

□ア）週に2回以上　　□イ）週に1回程度　　　□ウ）月に1回～数回程度
□エ）1学期に1回～数回程度　　✅オ）参加しなかった

②参加した課外活動はどのようなものか

③参加した理由
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①留学中の住居形態

①留学先のインターナショナルオフィスの支援体制

✅ア）充実している　　□イ）ふつう　　　□ウ）充実していない（理由：
）

④運動施設

✅ア）充実している　　□イ）ふつう　　　□ウ）充実していない

⑤飲食施設（学食・売店等）

□ア）充実している　　✅イ）ふつう　　　□ウ）充実していない

②図書館

✅ア）充実している　　□イ）ふつう　　　□ウ）充実していない

⑧安全について特に気を付けていたこと（キャンパス内）

貴重品を常に持ち歩くこと

⑨渡航先の治安状況

□ア）日本より良い　　  ✅イ）日本と変わらない
□ウ）日本より悪い　　　□ウ）日本よりかなり悪い

⑩特に近付かない方がいいと感じた地区や場所

③学内通信環境

✅ア）充実している　　□イ）ふつう　　　□ウ）充実していない

⑥クリニック

□ア）充実している　　✅イ）ふつう　　　□ウ）充実していない

⑦キャンパスの安全性

✅ア）安全　　□イ）注意すれば安全　　　□ウ）あまり安全ではない
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12 生活

⑥留学中奨学金を受給したか

✅ア）はい　　□イ）いいえ

⑦受給した場合は、その奨学金名と金額

ア）奨学金名　佐賀大学海外派遣奨励費
イ）金額　150,000

②住居はどのように探したか

留学生向けの大学寮が予め用意されていたため、部屋を予約したら入居することができた。

✅ア）寮　　□イ）民間アパート　　□ウ）その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

④お金はどのようにしてもっていったか

　クレジットカードで支払った

③留学先での生活費（月額）

合計　約＿＿＿＿4-5万＿＿＿円/月

詳細：ア）宿舎費：＿＿＿１４０００＿＿＿＿＿＿＿＿円
　　　　イ）食費：　＿＿＿＿２００００＿＿＿＿＿＿＿ 円
　　　　ウ）通信費：__________１０００＿＿＿＿＿＿＿ 円
　　　　エ）交通費：＿＿＿＿３０００＿＿＿＿＿＿  円
　　　　オ）その他＿＿＿＿５０００＿＿＿＿＿＿   円前後

⑤留学先における物価（日本・佐賀と比較して）

安い

カウナスは治安が良かったので危険な場所は特にありませんでした。

⑪通学に関しての交通事情や留意点

バスの便がたくさんあるので便利だが、キャンパスが点在しているため歩く機会が増える点。

学内外の施設・
環境等
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新型コロナウイルスの流行による航空業界や旅行会社の業績の低迷（英語を使う頻度が高
い業界の新卒採用中止など）

＿

②留学後、現在志望している進路

様々な人と関われる職（英語を使う営業や事務作業など）

③今回の交換留学を通じて得たもので、将来のキャリアに活かせると思うもの

初対面の人と打ち解ける力、自分の意見をはっきり伝える姿勢、英語の運用能力

④進路選択、就職活動を行う上で、不安や気になること

①留学前に志望していた学部卒業後の進路または大学院終了後の進路

未定
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14 留学後の感想 ①留学したことによる成果と課題

成果：物事に対する行動力と度胸がついた点。　課題：明確な目標が定まっていない点

②これから留学を希望する学生に伝えたいこと

留学にぜひ行って欲しい。スピーキング以外の英語学習は大体日本国内でできるので、渡航
前にしっかり勉強してほしい。留学先では健康を保つことを意識して、様々な人との出会いを
大切にし、毎日を前向きに捉えて楽しんで欲しい。

③国際交流推進センターのサポートに対する提案・意見など

交換留学というまたとない機会を与えてくださり大変感謝している。コロナの流行で交換留学
生の往来が途絶えたりとトラブルもあるかもしれないが、引き続き未来の学生に多様な交換
留学先と選択肢を与えて欲しい。
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